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研究成果の概要： 

膨大な情報がコンパクトにおさめられた工具書としての「辞書」は様々なルールに則って作

られている。そのルールを知らなければ、本当の意味で使うことはできない。それは平安時代

の辞書についても同様である。平安時代の辞書として最重要と言える図書寮本類聚名義抄は、

一部分のみの残存という事情もあり、「凡例」を欠いている。本研究は、先行研究と本文研究を

活用しながら、その凡例を構築したものである。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007年度 1400000 420000 1820000 

2008年度 1500000 450000 1950000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2900000 870000 3770000 

 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語学 

キーワード：国語学・古辞書 

 
１．研究開始当初の背景 
原撰本系類聚名義抄の唯一の伝本である

図書寮本類聚名義抄（院政期初期成立、法部
一帖の零本）には凡例がない。しかし、辞書
という工具書はもっとも凡例を必要とする
書物群である。実際、改編本系の観智院本類
聚名義抄には、凡例と見なせる部分が附され
ている。 
辞書には「編纂にさいしての工夫や約束事、

略号などの使用が多い」（木島史雄、「『経典
釈文』の著述構想とその変用の構図」、東方
学報（京都）、71、1999 年：168）。辞書は膨
大な情報をコンパクトにおさめる必要があ

る。また、辞書は引いて利用できなければ意
味がない。そのため、辞書は様々なルールに
則って作られている。そのルールを知らなけ
れば、本当の意味で使うことはできない。 
日本の古辞書について、研究代表者は、か

つて以下のように指摘したことがある（「平
安時代の辞書についての覚書」、大槻信、『國
文學』（学燈社）、第 50 巻 5 号 日本語の最
前線、2005 年）。「辞書は種々の決まり事の上
に立って記述されている。それらの決まり事
を知らなければ十分に活用できない。（中略）
辞書を正しく利用するためには、何よりもま
ずその序文を読む必要がある。序文は同時に
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凡例としての機能も担うことが多い。『新撰
字鏡』には序・跋があり、『倭名類聚抄』に
も序文がある。『類聚名義抄』も観智院本に
凡例と見なせる部分があり、『色葉字類抄』
にも短いが序文がある。しかし、その序文の
記述のみで、それらの辞書を正しく利用でき
るわけではない。研究の蓄積を反映した凡例
の作成が必要であろう。序文の読解と、実際
の辞書の体例から帰納された、コンパクトで
行き届いた凡例があれば、各辞書の利用に大
きな便宜がある。例えば、序文・凡例を欠く
図書寮本類聚名義抄について、それを構築し
てみることは魅力的な研究課題ではなかろ
うか。」 
最後に述べた図書寮本類聚名義抄の凡例

を作成することが本研究の課題であり目的
である。どのような凡例があれば、図書寮本
類聚名義抄を正確に利用できるだろうか。存
在しない凡例を構成してみたい。 
現在、図書寮本類聚名義抄は所蔵機関(宮

内庁書陵部)において修復が完了し、原本調
査が可能となっている。また、宮澤俊雅「図
書寮本類聚名義抄の注文の配列について」
(『小林芳規博士退官記念国語学論集』、1992
年)をはじめ、凡例作成のために利用可能な
研究の蓄積がかなりある。このような事情を
踏まえ、現在が、この研究を推進する上で、
最も意味があり、かつ最適な時期であると考
える。 
 研究代表者は、図書寮本類聚名義抄に関し
て、過去に論文「図書寮本類聚名義抄片仮名
和訓の出典標示法」（大槻信、国語国文、第
70 巻第 3 号、2001 年）ならびに「辞書と材
料 ――和訓の収集――」（大槻信、『日本
学・敦煌学・漢文訓読の新展開』、2005 年）
を発表した。また、科学研究費補助金・若手
研究Ｂ、2003-04 年度、「古代辞書の研究 ―
『図書寮本類聚名義抄』片仮名和訓を中心に
―」において、和訓の出典を中心に研究を行
った。今回、問題を和訓から辞書全体にひろ
げ、図書寮本類聚名義抄の本格的な利用に備
えたい。また、研究代表者は、2005 年度・2006
年度の京都大学における授業（特殊講義）で
も図書寮本類聚名義抄の凡例の問題を取り
上げている。 
 

２．研究の目的 
図書寮本類聚名義抄の凡例を作成するこ

とが本研究の目的である。書誌、注文の構成、
項目の配列、略字・符号、出典など、あらゆ
る情報を完備した凡例を作成したい。  
加えて、誰が、いつ、なぜ、どの様な材料

を使って、どのようなやり方でこの辞書を作
ったのか、また、どのような目的で使用する
ために作ったのか、といった序文に必要な情
報をも含み込むことを目標とする。 
 

３．研究の方法 
凡例の一項目である出典略号を例にとる。

出典略号については、まず出典を特定するこ
とが必要であり、さらには各出典についての
解説・研究史・テキストなどの情報を伴った
一覧が作成されることが望ましい。ただし、
ゼロからそれを作り上げる必要はなく、すで
に相当量の研究の蓄積がある。索引として、
橋本不美男「図書寮本類聚名義抄出典索引」
（『書陵部紀要』1、1951 年）、築島裕・宮澤
俊雄「図書寮本類聚名義抄仮名索引・出典別
索引」（『図書寮本類聚名義抄』勉誠社、1976
年）があり、研究として、吉田金彦「図書寮
本類聚名義抄出典攷(上)(中)(下一)」（『訓点語
と訓点資料』2、3、5 輯、1954-55年）等が
ある。さらにこれらを踏まえ、池田証寿によ
る出典略注と索引がある（池田証寿「図書寮
本類聚名義抄出典略注」、古辞書とＪＩＳ漢
字、3、 2000 年ならびに池田証寿「図書寮
本類聚名義抄出典索引」、古辞書とＪＩＳ漢
字、4、2001 年）。しかし、先行研究によっ
て全てが明らかにされているわけではない。
したがって、これまでの研究の整理と未解明
部分の調査・研究は同時に進められなければ
ならない。 
凡例作成のために必要となる作業工程は

次の通りである。 
 

Ⅰ 基礎知識の獲得と整理 問題点の把握 
○基礎的文献（辞書・事典、概説書）の整理
（これが凡例の礎となる） 
○日本における辞書の歴史 
○類聚名義抄について 
○図書寮本類聚名義抄について 
○図書寮本類聚名義抄テキストの具体的な
一部分の研究 
 

Ⅱ 先行研究・論文の収集 
○論文リストの作成 
○論文の収集 
○先行研究の整理。 
○研究史の整理。何がどこまで明らかにされ
ているのか。内容・テーマごとに整理。 
 

Ⅲ 辞書の凡例 凡例とは何か？ 
○新撰字鏡 序跋 
○倭名類聚抄 序文 
○観智院本 凡例 
○現代辞書の凡例 
 

Ⅳ 図書寮本の凡例 図書寮本の凡例に必
要な要素は何か？ 
○凡例として必要な要素の一覧を作成する。 
○その一覧をジャンルごとに整理する。 
○序文に必要な要素を考える。 
 

Ⅴ 凡例の作成 



○第一次凡例の作成。 
○フィードバック。（その凡例を使って図書
寮本類聚名義抄を読む） 
○第二次凡例の作成。 
○例外の処理。 
○第三次凡例（完成稿）の作成。 
 

４．研究成果 
●2007年度 
2007 年度は以下のような研究・準備作業

を行った。 
 

① 基礎的文献（辞書・事典、概説書）を電
子化して、整理した。 
凡例作成の基礎情報として、辞書・辞典類な
らびに解題に見える図書寮本類聚名義抄に
関する記述を全てデジタル化した。該当書は
以下のようなものである。 
『国語学辞典』（東京堂 1955）、『国語学研究
事典』（明治書院、1977）、『国語学大辞典』
（東京堂出版、1980）、『日本古典文学大辞典』
第 6巻（岩波書店、1985）、『漢字講座２ 漢
字研究の歩み』（明治書院、1989）、『日本古
辞書を学ぶ人のために』（世界思想社、1995）、
『日本辞書辞典』（おうふう、1996）、『漢字
百科大事典』（明治書院、1996）、『訓点語辞
典』（東京堂出版、 2001）、橋本不美男 
1950.00 図書寮本類聚名義抄解説 『図書寮
本類聚名義抄』  宮内庁書陵部、築島裕 
1976.11 国語資料としての図書寮本類聚名
義抄 『図書寮本類聚名義抄』 勉誠社 
② 図書寮本類聚名義抄テキストの具体的な
一部分についての研究を行った。凡例の具体
的なイメージを得るため、一部分を詳細に研
究し、凡例項目として必要になる要素の概要
を得た。 
③ 先行研究・論文の収集と整理を行った。
３００本に及ぶ研究論文リストを作成し、そ
のすべてを収集した。コピー可能なものはコ
ピーを作成し、発表年代順にファイリングし
てある。 
④ 研究史を整理した。何がどこまで明らか
にされているのか。内容・テーマごとに整理
を行った。 
⑤ 辞書の凡例について考察するため、他の
古辞書の序跋・凡例（新撰字鏡序跋、倭名類
聚抄序文、観智院本凡例）などを研究した。 
⑥ 図書寮本類聚名義抄の凡例として必要な
要素の一覧を作成した。 
⑦ 凡例の作成に着手した。 
以上の通り、本年度は、凡例作成のための準
備作業を完了し、凡例の前半を完成した。 
 

●2008年度 
2008 年度は作業工程の後半（図書寮本の

凡例項目作成・凡例の作成）を実施した。具
体的には、以下のような作業・研究を行った。 

 

① 図書寮本類聚名義抄の凡例として必要な
要素の一覧を作成する。 
② 序文に必要な要素を列挙する。 
③ それらの一覧をジャンルごとに整理する。 
④ 第一次凡例の作成。 
⑤ フィードバック。（その凡例を使って図書
寮本類聚名義抄を読む） 
⑥ 第二次凡例の作成。 
⑦ 例外の処理。 
⑧ 第三次凡例（完成稿）の作成。 
 

以上の通り、本年度は、凡例を一通り作成
しおえた。ただし、⑤⑥⑦⑧については、ま
だ全体が完了しておらず、第二次凡例・第三
次凡例まで稿を重ねた部分は一部にとどま
る。さらに調整・統合・調査・推敲を行い、
最終的には、2010 年度中をめどに、研究成
果を論文として公表する予定である。出来上
がった凡例は、図書寮本類聚名義抄を利用す
る際に常に参照される手引きとして今後重
要な役割を果たすであろう。 
 

以下に、凡例項目の一覧と冒頭部分（１－
１－１）を引く。 
 

------------------  
■■【凡例項目一覧】■■ 
 

■1 概要 
1- 1 図書寮本の解題 
 1 書誌的事項 
 2 編纂目的 
 3 図書寮本の特質 
 4 日本の辞書史における図書寮本の
位置づけ 
1- 2 改編本系諸本との比較 
1- 3 図書寮本類聚名義抄の研究史 
 

■2 部首 
2- 1 採録部首について 
 1 採録部首一覧（目次の形で） 
 2 玉篇の項目との関係性 
2- 2 部首内部の文字配列の規則 
   

■3 項目及び見出し語 
3- 1 項目全体 
 1 見出し語・注文の体裁 
3- 2 見出し語 
 1 見出し語の出典 
 2 見出しの熟語中の被注字の規則 
 3 見出し語数 
 

■4 注文 
4- 1 注文の構成 
 1 注文の配列 
4- 2 表記に関する注意事項 



 1 略字一覧  
 2 漢文注の表記方法 
 3 和文注の表記方法  
 4 記号に関する説明  
 5 書き入れ・訂正の記入方法  
4- 3 出典について 
 1 出典一覧と解説 
 2 出典名無表記の場合 
 3 出典の利用頻度 
 4 出典の優先順位 
 

■5 具体的に一～二項目をよみとく 
 

■6 参考文献、索引など 
    

------------------  
■■【冒頭部分（１－１－１）】■■ 
 
■■１－１－１ 書誌1■■ 
 
■書誌 
●宮内庁書陵部現蔵（図書寮、番号 62927、
冊数 1、函号 503 212） 
●装幀 粘葉装。 
●員数 一帖。法部前半のみの零本。全体
は六帖か2。 
●料紙 楮斐混漉紙3。 
●寸法 縦二七・七糎、横一六・七糎。 
●丁数 １７３丁4。 
●表紙 共紙表紙（素紙、原表紙）。 
●印記 なし。（表紙見返に方形単廓朱印
「図書寮印」のみ） 
●題 内題「類聚名義抄 法」。外題・尾
題なし。 
●界 押界。一面八罫五線（七行四段）、
一面二十八画。見出語（掲出項目）は画の
一番上から大字で書き始め、注文はその下
に細字二行の割注で書くのが原則。一画に
は大字約四文字をおさめることが可能。注
文末尾に位置する片仮名和訓や和音注は、

                                                   
1 この項目については、主として、橋本不美男

1950「図書寮本類聚名義抄解説」（『図書寮本類聚

名義抄』、宮内庁書陵部）を参照せよ。 
2 六帖が通説。訓点語辞典 2001:178「完本として

は仏・法・僧それぞれ上・下の六帖であったと推

定される」。一方、橋本不美男 1950は「本帖原表

紙（一頁）右上に「五」といふ数字が朱書されて

ゐる」ことを根拠に、「佛四分冊、法二分冊、僧三

分冊」の全九冊であった可能性を指摘する。「五」

については築島裕が函番号と考えることも可能で

あることを指摘（小松英雄 1971：239）。 
3 橋本不美男 1950による（「厚手の楮斐混漉の紙

を用ひた」）。 
4 「墨付は両面書写の三四二頁、総丁数は一七三

葉、随つてその全紙数は八六枚及び表紙に用ひら

れた半紙一枚からなる。」「本帖には一枚の佚脱も

ないことが判明する。」（橋本不美男 1950） 

それ以前の漢文注からやや離れ、画の左下
近くに記されることがある5。 
●改頁 部首がかわる毎に改頁6。他は基本
的に追い込み。 
●識語 書写識語なし。表紙見返に以下の
識語あり。 
「此書不可出経蔵外、若有其志／之人、臨
此砌可令披覧、非是／慳恡之義、只為護持
正法也」 
●書写年代 院政期ごろの書写か7。成立年
代については１－１－３参照。 
●本文 漢文、万葉仮名和訓、片仮名和訓。
注記あり。 
●訓点 
朱 ヲコト点（喜多院点8、院政期～鎌倉）。 
朱 声点（院政期～鎌倉）。 
朱 注記（院政期～鎌倉）9。 
●後筆・補入 複製本二〇九～二一二頁の
一枚は補入、別筆。ただし、年代的にはさ

                                                   
5 和訓のみが引かれる単字掲出項目では、和訓は

必ず割注左に書かれ、割注右は空白。注文の記載

位置については小林恭治 1992.09・1994.06参照。 
6 山部のみ例外（一三五６）。「一三五６」は複製

本（勉誠社）での位置（135ページ 6行目）を示

す。 
7 橋本不美男 1950「平安末から鎌倉初期にかけて

の書写」。日本辞書辞典 1996「院政期ごろ写」。訓

点語辞典 2001:178「平安時代院政期一一〇〇年頃

成立、ほど遠からぬ頃書写の漢和辞書」。 
8 法相宗所用。第二群点。 
9 橋本不美男 1950に「尚最後に附言したいことは、

本帖には鎌倉室町期とおぼしい朱点朱注が施され

てゐるが、その中に「音(百一)」〈一二六頁〉以下

処々に「百卅」〈一二九頁〉、「二三五」〈一四五頁〉、

「三五二」〈一五六頁〉、「四九七」「五百七」等数

字の注があつて、それが何を意味してゐるかは今

のところ分明でないが」という。 

山田忠雄 1955「漢数字の書法 ――文字論のた

めの おぼえがき」（日本大学文学部研究年報、第

6輯）により、漢数字は玉篇の部首番号であるこ

とが明らかにされた。記入の時期について、「入紙 

二枚の 部分の 異筆と はなはだ ちかく、あ

るいは 同一人の 手跡に かかる ものでは 

ないかとさへも 想像される。」と述べ、図書寮本

書写時期に近く、「要するに、本文を 平安末書写

と みて、これらは 一様に 鎌倉期初期に か

きくはへられた ものと みるのが 至当では 

あるまいか。」と結論づける。 

この漢数字記入の意味については池田証寿

1995.09「図書寮本類聚名義抄に見える漢数字の注

記について」参照。「図書寮本類聚名義抄に見える

玉篇の部首番号は、玉篇部首が名義抄にないため

名義抄の他の部首に所属する漢字の中で、特にそ

の所属部首が分かりにくい漢字について、その同

定を確実なものとするために、図書寮本類聚名義

抄の撰者がその編纂の過程でほどこした注記であ

ると考えられる。」と述べる。 



して降らないという10。 
●書体の特徴 『漢字講座２ 漢字研究の
歩み』1989「書体は能筆で端正に書かれて
いるが、仮名には古体が多く、漢字には偏
旁を省いた省字体、俗字、二合字や草体が
頻用されるので利用には些少の習熟が要
求される」。略字については４－２－１参
照。 
 
■残存部分 
法部前半の零本11。合計２０部首（篇目に
よる）。観智院本の「法上・法中」全体に
対応12。 
部首配列は改編本系諸本と同じ。 
本文第一紙表に篇目頌がある。 
 
■伝来・所蔵 
某寺院旧蔵か（識語に「此書不可出経蔵外」
とあり）。 
清水谷家13旧蔵。（某寺院より清水谷家への
伝来については時期も事情も不明。） 
宮内庁書陵部（旧図書寮）現蔵。1948 年
10 月に清水谷家より移管。 
書陵部『図書寮本類聚名義抄』覆製本刊行
（1950 年）によって世に知られる。 
 
■修復 
虫損が甚だしく、書陵部への移管直後の
1948 年頃に修理が行われた14。 

                                                   
10 橋本不美男 1950「その内コロタイプ版（本書）

の二〇九―二一二頁にあたる一枚は、同紙質の入

紙であり、別筆らしいが年代的にはさしてはなれ

たものでない。凡そ平安末から鎌倉初期にかけて

の書写であらう」。山田忠雄 1955「漢数字の書法 

――文字論のための おぼえがき」（日本大学文学

部研究年報、第 6輯）は入紙部分を鎌倉期初期の

書写とみる。宮澤俊雅は「図書寮本類聚名義抄撰

者は本文を別人に清書させた上で、声点、句読点、

傍訓、漢数字の注記等の朱筆を加えて行ったので

あり、入紙は撰者自身が書き落としを補ったもの」

（池田証寿 1995.09:29）と見る。 
11 類聚名義抄の完本は改編本系の観智院本のみ。

観智院本は仏・法・僧の三部にわかれ、全１１帖

（篇目、仏上、仏中、仏下本、仏下末、法上、法

中、法下、僧上、僧中、僧下）、１２０部首。 
12 図書寮本は観智院本の部首番号４１～６０に

相当する。図書寮本は部首番号４８「面」・４９

「歯」・５３「色」の本文を欠く。改編本系諸本と

の対照は１－２参照。 
13 清水谷家（しみずだにけ）は本姓藤原氏。羽林

家。北家閑院流。西園寺庶流。家業は書道、笙、

能楽、神楽。居所は新在家御門内下ル東側。 
14 修理以前に作成された複製本（書陵部、初版）

にくらべ、１１７箇所の文字が読めるようになっ

た（書陵部、再版以降）。遠藤諦之輔 1987.06『古

文書修補六十年 ～和装本の修補と造本～』汲古

書院 、口絵 3、本文 208-210参照。 

橋本不美男 1950:28,69-70,71 に修理によ
って判読可能になった部分をあげる。 
 

------------------（以上、凡例冒頭部分） 
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